第１号様式（第４条関係）
　　年　　月　　日

　南部町長　工　藤　祐　直　殿

	住所
	

	団体名
	

	代表者の職・氏名
	
	


　　　　年度南部町笑顔あふれるまちづくり支援事業助成金交付申請書

　　　　　年度において実施する南部町笑顔あふれるまちづくり支援事業について、助成金の交付を受けたいので、南部町笑顔あふれるまちづくり支援事業助成金交付要綱第４条の規定により、関係書類を添えて申請します。

関係書類

１．事業実施計画書（別紙１）
２．収支予算書（別紙２）
３．団体等の規約及び構成員名簿

４．その他町長が必要と認める書類
連絡責任者

	職・氏名
	

	電話
	

	ＦＡＸ
	

	電子メール
	＠


第１号様式　別紙１
事　業　実　施　計　画　書

	１．事業名
	

	２．事業の種類
	(１)　通常事業
(２)　特認事業（ ア ・ イ ・ ウ ・ エ ）
(３)　鍋条例推進事業（ ア(ア) ・ ア(イ) ・ イ ）

	３．事業目的
	

	４．事業概要
	(１)実施期間　　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで

	
	(２)実施場所

	
	(３)事業内容(物品等購入の場合は、その管理方法も記入。)
※「鍋条例推進事業ア(イ)」の場合は、参加者名簿を別に定める様式に記載の上、提出してください。

	５．事業の特色
	（「公益性」「自発性と熱意」「工夫と創造性」「実現性」が高い事業であることを記入。）



	６．期待される
　　効果
	

	７．普及・広報

　　の方法
	（ボートピアなんぶ交付金活用事業であることの普及・広報の方法を記入。）




（注）１　「２．事業の種類」について、要綱別表「助成事業」に記載する事業のうち、該当する事業を囲むこと。
　　　２　「５．事業の特色」の記入については次の事項に留意すること。
①　公益性については、地域社会をより住みよく暮らしやすくする事に大きな役割を果たしている点について記入すること。
②　自発性と熱意については、アイデアや進め方が自発的で、団体等を組織する人や参加する人たちの熱意が高い点について記入すること。

③　工夫と創造性については、新しい分野に取り組み、新しい事業スタイルを生みだすための工夫やアイデアがある点について記入すること。

④　実現性については、人的ネットワークの豊かさ、組織の活発さなど事業の遂行能力が高い点や計画が良く練り上げられ、実現性の高い点について記入すること。
　　　３　「鍋条例推進事業ア(イ)」の場合は、「２．事業の種類」、「４．事業概要」のみ記入すること。

第１号様式　別紙２

収　支　予　算　書
１．収　入
	区　　分
	予算額
	積算内訳

	①会費収入・自己資金
	　　　　　　　 円
	※③－②

	②南部町笑顔あふれるまちづくり

支援事業助成金
	円
	※④×助成率(上限額以内)

※千円未満の端数は切捨て

	③収入総額
	円
	


２．支　出

	区　　分
	予算額
	積算内訳

	④助成対象経費
	円
	

	
	謝金
	円
	

	
	消耗品費
	円
	

	
	印刷製本費・複写費
	円
	

	
	通信運搬費
	円
	

	
	委託料
	円
	

	
	工事・修繕費
	円
	

	
	賃借料・使用料
	円
	

	
	備品購入費
	円
	

	
	賄材料費
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	⑤助成対象外経費
	円
	

	
	人件費
	円
	

	
	飲食費・懇親会費
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	⑥支出総額
	円
	


（注）　１「③収入総額」と「⑥支出総額」は一致すること。
２「積算内訳」欄には、助成対象経費の積算の基礎となる事項を記載すること。必要に応じて別紙を添付すること。（項目、単価、数量、回数等）
